
広島市教育センター  

子どもたちが「修」から「破」，  

そして「離」と成長することを願って  

広島市教育センター次長  吉 竹 邦 昭   

約  

芸ごとの世界で，弟子（でし）の上達の段階を表  

すものに，「修」から「破」，そして「離」へという  

言葉があります。「修」とは師匠の「かたち」をそっ  

くり修得することであり，「破」とは少しずつ自分な  

りに「かたち」を創り出し，師匠の「かたち」を破  

ることですっ そして，「離」とは更に努力を積み重ね  

て独自の技と芸を編み出し，師匠を離れることです。   

ある書物によるとその師匠には，「人を動かす力  

（魅力）」があるそうです。   

その一つは，師匠は絶えず“夢追い人” であると  

いうことですっ   

二つめは，相手に対して‘㌧やさしいきびしさ”と“き  

びしいやさしさ”で接する人であるということですら  

前者は相手の将来を見据えて厳しく接することであ  

り，後者は他の何よりも人を傷つけることを回避し  
ながら接することです。芸ごとの世界では前者の割  

合が多いようですが＝・。   

そして三つめは，“人を動かすことばを発する人”  

であるということです〔「まだ」と「もう」を例に師  

匠の言葉かけを示してみます。初演まで限られた日  

数しかなく，その完成度が80？′らだとします。師匠は  

「完成までにまだ20％も残っているの」とは決して  

言わないそうでナウ「もう80％まで完成しているの」  

と言葉をかけるそうです。また，稽古の途中で相手  

が悩んでいるとき，こんな言葉かけをするそうです。  

「あなたは00できる可能性をもっている」と。決  

して「もう何年も00しているのだから00ができ  

なくては・‥」とは言わないそうです。どうでしょう。  

自分が師匠から教えを受ける当事者だとすると，ど  

ちらがモラールが高まるでしょうか。自らのこれま  

での生活を振り返ったとき，言葉の力や怖さを改め  

て認識し反省します。   

ところである国では，相手を評価するとき，次の  

ような文化があるそうです。目標の80％を達成する  

と「VeryGood」と，60％ぐらいだと「Good」と，  

そして30％ぐらいだと「OK」と評価し，相手にその  
思いを発信するそうです‥ 

私たち教育に携わる者として，子どもたちに対し  

て人生の師の一人であり続けたいものです。そのこ  

とを願いながら子どもたちと向かい合うとき，「成長  

したい」「分かりたい」などの思いを，子どもたちは  

心の中にl）ち続けていることを，これからも決して  

忘れることなく・・・。  

－－l－   



教育研究  2 教育の情報化登  

インターネットを活用した交流学習   

交流学習が児童生徒にとって意味し∩あるものにな  

るためこは，必然性があり，しかも学び合える環境  

を整えることが大切です。平成14年度は，研究協力  

校問で′」＼学5年生を対象に，下表の計画のもと交流  

小・中学校に訊l†与  

インターネットの活用に関する研究（lV）  

教育センター指導主事 住吉  麿  

教育センター指導主事 水ノ上仁 
宇習を継手売的に行いました。  

なお，その過程では、学習内  

容や字習状況等を踏まえて 

交流手段は柔軟に変えていま  

す。  

本市市立学校では，国しりバー∴チャル・エージェン  

シー（教育の情報化プロジェクト）に基づき，順次  

校内LAN等の設備面の整備が進められています。こ  

の整備では，教育の情報化の促進を図ることを目指  

しています。教育の情報化を促進するために行った，  

次の2点の取り組みについて紹介します。  

1 教育の情報化①  

情報の共有化とコンテンツサーバー   

学校しつ日々し∩教育活動の中では，様々な教材や校  

務に係る文書類を用いますが，校内のネットワーク  

の整備により，電子化されたデータであjL且 教職  

員同士が共有化して活用したり，芋校の共有財産と  

して一か所に集約して保管したりすることもできる  

ようになりましたユ   

ニの取り組みては，教材や較蕎に係る文書等や学  

習指導に有効なリンク集の保管場所としてコンテン  

ツサーバーを設置し，＼＼rel〕ブラウザを用いてアクセ  

スすることで，簡単に＼＼’（つ1d E＼Cel，一太郎形式の  

文書フ丁イル等を探し山せるような棉索機能を持た  

せてみまLた。これはインターネットの検索エンジ  

ン（gooやGoogle等）を使って行う情部検索を，コン  

テンツサーバー内に集約された文書フ7イ／レについ  

て行うことに相当します二   

時 交流手段 冊態・時間耕）  交流の内容  

第1時 Ⅵ’el〕ページ  
第2時 電子メール  
第3時1二’、ギオテープ  
第」時 電子メーノン  

箭5時 電子メール  

箭6時直接交流  
策7時 電子メー′レ  

第S時テレビ会荒  

し全体て‡流1  

第軒キ ビデオテーフ  

第1肝＝テレビ会議  
（ナ木想時間）（少人数）  

第11時 電了メーノレ、  

1ノニ≠ナチーフ  

第12時 子レヒ、会議  
（主任丈討  

幕13時 ＼1’el〕へ一シ  

第1」時 テレビ会議  
（ニイイこ憩時間）（rレ／、敢J  

第15時 チンピ会議  
（休憩時問）（少ノ、数）  

第l射幸美的の‡至ト」’  

甘川ノ∵号頁）  

箭1丁時 テしど会焉  
ト（主体1流、朝の会）  

第1紆チ テレビ会議  

（全体交流）  

苛l〔）と十こ 干しど会薫 J  

し休憩時問）（少人吉ぐ   

交流の相手を知る  
トこ豆十∵∵∵1∴’＝∴＝、ノ」∴∴     ニーて二、てこ∩；て丁⊥、しゝ  
ユ′」、学校の紹介  

野外活動で役：iンニ／：〕情報  

≡子牛手車■∴∵詩冒E持∴出口らせ  

野外活動てしT〕言モ雫．庭丁妻会話  
紹介ビデオの感想  

A小学校しり紹介ビデオ  
ヘの惑乱 意見交流  
「、木節しり合奏  

′一、末節しり合奏の感想，  

運動会しn取り組み  
今後力交流Lり内容の碩  

占∴」 B小ニュース  

B小ニュース∵＼し7ノ感．思   

5年C組物語  
それぞれの学桔沖〕よう  

十の交流  

5午C紙杓語♂〕感想や  
次「可し「’1交流卜′＼」容  

ニ＼′卜≠十王Lり子吉碓果の  

発表  
それそれこりナ1＝てとし7〕上う  

十ノ）モi葦  

Jゴヱ1、しり二幸う1う‥∴k寸十る  

評1′戸．サー  

ノ「ユ主三ミ㌔軒∴三上めと   ユ 
フ・トラノ：よ‡売巾′ィ′f   

二しり実践〔r．）掛程では 初めご±伝えた1．、こナノLビも話  

十内容や方法が明確てなかった児童が．柏手Lけ表現  

二二触発され，伝えたい二±を整理したり伝え力▲を創  

舌工夫したりして交流し合う紘験を積み重ねること  

て、表現十る意欲や力を高める±±もニ，交満学習  

への充実感や満足感をもつことがてき重した。   

一ノL 指導する側においては，交流宮lノ1容や児童  

の実態こ応して少人数による交流．臨機応変に応答  

十る場面ヤゲーム的な要素を取り入れた場面を設定  

し，字習に変化を持たせるニヒが交流芋習を行うう  

えて重要であることを確かめる二±がてきました。   

また、交流が深まるにつれて，児童は，相手のこ  

とをもっと知りたい，日長＼のノロ、いを伝えたいという  

ノ思し、から，「交流の相手と一緒に何かをしてみたい」  

という共同学習への志向性や意欲し′り高まりが見られ  

吏した   

二け程顆沃，交流学習のコ年次に当たる今年度の  

共同字習へしケ大きな動機付：ナとなるとともに．一層  

刀充実こつながろもの±思われま十   

コンテン、ソサーべ－の構築には インターネット  

上に無料で提供されている ソフト ウ エア  

（「Namazu」）を用いました   

このコンテンツサー  

バーを，実際に研究協力  

校し7）ネットワークに接続  

し試用を行いましたが，  

セキュリティを維持しな  

がら，各端末からコンテ  

■■、Ir、．∵‥  

ンツサーバーにアクセスLた際直T（）Pページに，学  

年別リンク集へのリンク情部を貼り付けておくこと  

で，容易に授業でインターネノトの活用がてきる二  

±が確認てきました′  

＿ り ＿  



軟 掩 主 任研 修 講 座  

講座の主題  講   師  

教育課程の充実と教務主任の実務  広島大学教授  小原 友行  

・－・・－・・－＝－・・－・・－・・－・・－・・－・・一・・－・・…▲▲…・・－・・－・・－・・－・・－＝－＝－・・－＝－・・－・・－・・一講 座 の 概 要－・・－・・－＝－・・－＝－・・－・・－・・－・・－・・－・・－・・－・▲－＝－＝－▲▲一■■一・・－・・－・・－・・－・・－・・－・・－・・－・・－・・   

小原教授は，教育課程（カリキュラム）を“粉ミルク”に喩えながら，栄養のバランスがとれ，赤ちゃん  

の健康・発育状態にもっとも適したミルクを与えるにはどうしたらよいかということから話を紐解かれまし  

たっ いわば教育課程は子どもたちが21世紀を生き抜くための“粉ミルク”とい うことになります。ちなみに，  
評価の観点を踏まえた目標がミルクの中に含まれた栄養であり，授業や学習支援が注がれるお湯にあたりま  

す。教育課程がどの子にもバランスよく栄養を摂取することができるようなものとなるためには，次のよう  
な手順で教育課程を評価することが重要ではないでしょうかと・＝。  

［評価の目標］  

ぎ  ① 達成目標（評価規準）の設定…教育測定のための規準となる具体的な達成目標の設定  
：［評価の内容］  

②目標を実現するための教育課程の編成③ 教育課程に基づく指導計画の作成  
■ ④指導計画に基づく学習指導  

教
育
課
程
評
価
の
手
順
 
 

［評価の方法］   

眉）教育測定…どの程度目標を実現しているか，またできなかったか。  

⑥測定結果の記録・表出・伝達  

言測定結果の評定（価値付け）  

⑧測定結果の原因分析…なぜそのような結果がでたのか。  

⑨今後の教育課程・指導計画・学習指導の改善についての意   
思決定・・・教育課程・指導計画・学習指導を今後どう改善すれ  

■■■－＝－・・■・■・・■・－＝  ばよいか。   

教育課程をこのような手順で，かつ学校全休で組織的に評価することに  
よって， それは児童生徒等のニーズに一層はえるものとなるのではないで  

しょうか。  

－3－   



教育情報  

特別支援軟膏について   
「特別支援教育」への転換。障害のある児童生徒の教育の推進を考えていくうえで，障害のとらえ方にも変  

化がでてきました。   

一昨年，11rHO（世界保健機構）が新たな国際障害分類を採択しました。   

これは，障害を個人の心身機能の特質等としてとらえるより，  

個人や周りLr）状況との関係でとらえていくというものです。（左の  

概念図を参照）   

○ 障害は，「健康状態」から「変調や病気」によって起こる。   

○ 障害は生活に照らしたとき，三つに大別できる。  
巧：「心身機能・構造」が障害された状態は「機能障害・構  

造障害」   

② 「活軌」が障害された状態は「活動制限」  

③ 「参加」が障害された状態は「参加制約」   

○ これらは，本人の性格や意欲等の「個人因一了一」と学級等の  

物理的環境や教師の支援，友達の援助等の「環境因子」が大  

きく影響してくる。  

●   
【障害のある児童生徒の教育の充実のために】   

活動制限や参加制約などといった不利な状態を軽減・解消するためにはその前提として，教職員や友達と一  

緒に活動したり，学校生活により積極的に参加したりすることができる状況をつくっていくことが必要です。  

その際には，障害のある児童生徒一人一人がどのようなニーズをもって学校生括を過ごしているのかをまずは  

教職員白身が的確に把握することが出発点となります。   

現在は，LD等のある児童生徒の多くが通常の学級に在籍していますし、障害児字級等を担）■1する教職員のみ  

ならず，他の教職員一人一人も，これまで以上に障害のある児童生徒の障害についての認識を深めるとともに，  

児童生徒一人一人の教育的ニーズを把握し．物的な環境の整備や人的な環境への働きかけも含めた適切な支援  

を行っていくことが，「特別支援教育」の推進の原則となると言えます。  

文部科学省の「特別支援教育の在り方に関する調  

査研究協力者会議」は3月に発表した「今後の特別  

支援教育の在り方について（最終報告）」の中で「特  

別支援教育」を右のように説明しています。   

特別支援教育とは，従来の特殊教育の対象の障害だけでなく，LD，  
ADHD，高機能自閉症を含めて障害のある児童生徒の自立や社会参  
加に向けて，その一人一人の教育的ニーズを把握して，その持てる  
力を高め，生活や学習上の困難を改善又は克服するために，適切な  
教育や指導を通じて必要な支援を行うものである。  

【学校教育が心のバリアフリー化推進の先導的な役割を】   

児竜生徒一人一人を大切にする教育の充実を図る観点からも，教職員一人・人が特別支援教育に係る認識を  

探め指導力を高めるとともに，すべての学校において特別支援教育を推進するシステムを学校体制として構築  

することが一層ノど、要となってきています。   

なお，本市におし、ては3月に「広島市特別支援教育基本構想策定委員会」の最終報告が出されました「本1「」‾教  

育委員会のWebページをぜひ御覧になってください。（http＝／／www．city．hiroshima．jp／kyouiku／singi／sien／sieniin．htm）  

［享j二司   《学社連携・融合のとらえ方》   

完全学校週5日制が実施される中，〔生きる力〕をはぐくむ教育の充実を一層促進する観点から，昨↑，  

「芋仕連携・融合」の重要性が叫ばれています。その連携・融合の機能は，佐藤晴雄（帝京大学肋教授）  

によると，次の三つに大別できます〕   

しむ情報交換・連絡調整機能：各主体がお互いの有する情報を交換・共有し，資源などの競合や不足の  

是止を行うことによって，何らかの目的を合理的に実現したり，相互理解を図ったりする。   

② 相互補完機能＝各主体が自らに欠く施設・設備・人材などの諸資源を他の主体に補ってもらう。   

③協働機能：複数主体が共通R的を設定し，その実硯のために自らの資源や能力を生かし，また，共  

有化する形で協力し合うっ   

学校と社会教育施設の関係は，上記の昔・（aは“協力関係”であり、し3は“協働関係”であると言えま  

す。両者の関連を密にし，それぞれの機能や特惟を生かし合うこと（共同体制の構築）が，子どもの豊か  

な成長をより一層支援する教育を創造することと思います。  

〈参考文献〉 玉井康之編『新教育課程先進事例集N（〕．2 学校・ 地域・家庭連携事例集』（教育開発研究所）  

2002年。  

－4－   



廟引こl劉レい教育情報の提供をナ‖  

教育センターでは，実践上の課題  
解決に役立つ教育関係資料を整備  

しています。  
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明日からの教育実践への見通しがもて  
るような図書等をとり揃えています  
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教科書資料室（3  

●
 
 

細盃訟逆臣《棚  

『原爆の絵 ヒロシマの記憶』  
『「体ほぐしの運動」活動アイデア集』  
『通常の学級におけるAD／HDの指導』  

『エンカウンターで道徳（小・中学校）」】  

『英語の議論・討論に役立つ表現集」］  

『石隈・田村式援助シートによるチーム援助入門』  
『中学校理科の新絶対評価問題』  
『講座数師教育学1 教師とは』  
『評価と学習カード 国語科』  

『楽しく学べるインターネット＆プレゼンテーション』  

『異年齢児の保育カリキュラム」】  
『グローカル時代の地域づくり」】  ほか  

利用方法  

○図書貸出し   

個人＝・5冊まで／2週間以内  

団休・・■10冊まで／3週間以内  

※ 研究資料の貸出しはしてお   

りません  

○ビデオソフト貸出し  

貸出し本数…1人3本まで／5日間以内  

○利用時間  

月～金曜日9：00～17：15（閉庁日は除く）   

‾」ヽ ‾  



教育センターひろば  
職員・分掌  
事業等   職  名   職  員  主 な 担 当 業 務  

所  長  藤野 信也  所務総括  

次  長  吉什．邦昭  所務管理・執行   

管  庶  主幹（事）主任  住居 与作  管理部総括   
理  主  幹  若本 英治   契約業務．施設整備   

務                          部   主  事  加賀谷祐枝  予算・決算．文書，経理等   

主任指導主事（事）千住  尾形 慎治研修1部総括  

研  指         主任指導主事  井坂 雅浩経験者研修の企画・推進，「1口早絹騒音研修」に関する研究   
修  定  指 導 主 事  藤村 和彦指定研修の企画・推進，初任者研修の企画・推進  
研  指 導 主 事  水ノ上俊一管理職研修の推進，「10年経験者研修」に間十る研究  

ロ                       修  研 修 指 導 員  安井  忍企業等肝宣研修刀轄温責〔任生徒指導主事研修JJ推進，新任進路指導主事研修の推進   

部  等  研 修 指 導 員  野田  進障害児教育新規担当教員研修の推進，新任教務主任研修の推進  
研 修 指 導 員  福本喜代子  教職経験6年次数員研修の推進，教職経験16年次教員研修の推進   

主任指導主事（事）主任  松浦 俊雄  研修2吉錆三括  

研  指 導 主 事  堂道 和雄  一般研修の企画▼推進，＼＼’et）ヘージの運営，カリキュラムに関する研究  
指 導 主  

般  
事  谷田 増車  課題別研修の推進，「所幸凱等しノ〕広報事業，カリキュラムに関する研究  

修  指 導  主 事  住吉  磨  コンピュータ研修〔り推進∴ノフトウェアライブラリの管理，情幸撒育に関十る研究   
研  主 事  山領  勲  ［毒害一徳育・牢弓は毒警青戸l妄∴巨〕三∴モ耶f‡†企画藩主．学十徳育耶≡グ〔†フ清書慄弓七立二よろ洋菜  

？  

修  
部  等   

研 修 指 導 員  濱田 昭法  

図書資料分類整理員  大下千賀子  図書資料室管理関係事務   

職員の異動  

＊離退任 ～在職中はお世話になりました～   

中  正司 主幹（事）主任（安†主ニヒ止民ユ化センターヘ）   

鈴藤  毅 研修指導員（退職）   

梶山 広三 指 導 員（退職）  

＊就 任 ～どうぞよろしく～   

住居 与作 主幹（事）主任（安佐ニヒE；三相封巨禁断⊥ら）   

若木 英治 主幹（青少年育成部から）   

谷田 増幸 指導主事（安佐北高等学校から）   

野旧  進 研修指導員（元青少年育成部から）   

福本喜代子 研修指導員（飯室小字校から）   

濱田 昭法 研修指導員（牛田中学校から）  研 究 員  （平成15年4月～平成16年3月）   

今年度は次の7名の先生方が，それぞれの専門分  

野で研修を進めておられます 

国 語 科 教 育：広本  

算 数 科 教 育：島本  

典
 
圭
 
 

子（段原′ト宇校）  

子（五日市中央小学校）  題 字 「市 報」  

広島市立竹屋小学校長 棟本 滞喜恵  

表紙絵 「不動院金堂」  

広島市立古田中学校教頭 吉迫 清福  

理 科 教 育：田原  潤（安東′」、芋校）  

技術・家庭科教育∴晴岡 克明（可部中学校）  

英 語  科 教 育：福原  宏（己斐中学校）  

情 報 科 教 育‥岩田 浩一（広島工業高等享校）  

幼 稚 園 教 育‥石飛 幸子（矢野幼稚園）  
編 集 後 記   

新しい教育の推進・充実，さらには教育課題の解  

決や得意分野づくりに向けて，毎日のように熱心な  

研修が続いております二 本年度も教育センターでは，  

研修講座や随時研修等を通して，皆様方の教育実践  

を支援していきまナゝ  

編集・発行／広島市教育センター  

〒732－0068 広島市束区牛田新町一丁目17番1号   

TEL（082）223－3563  FAX（082）223L3580   

E－mail：edu－Center＠city．hiroshima．jp   

Website：http：／／wtnv．hcec．ed．jp／  広Ⅹ6－2003－28（1）   
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